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研究ノート

報徳思想の受容について

一一小林平兵衛を事例として一一

1 はじめに

2.小林平兵衛と心学

3.報徳仕法の導入

1 .はじめに

報徳仕法がおこなわれた地域には，それ以

前に心学運動が普及した所が多かったと言わ

れている。例えば，逆井孝仁氏は，「『仁政』

から『民富』へJ1lという論文において，心

学講舎の分布と報徳仕法地を図示し，東国を

中心に天保期農村荒廃が深刻化する中で，

「家と村の全面的な解体をもたらす当時のす

さまじい農村の荒廃状況に直面した民衆が，

これまでの通俗道徳的実践のつみ重ねではど

うにもならぬ窮境のなかで，それを打開しう

るあらたな実践倫理を必死に求めるための思

想跳躍を試みたもの」であるとして，単なる

修身の学＝教化の学に堕していた心学から経

営の安定と村落秩序の回復を可能にする解決

策をもっ報徳仕法への人心の移動があったと

論じている。また，心学から報徳への転換の

具体的事例として，長谷川伸三氏は，下館藩

の有力商人で、あった中村家を事例として，小

1 ）週刊朝日百科『日本の歴史J91号（朝日新聞
社， 1988年）所収。

仁木良和

4 おわりに

附録．小林平兵衛活動年譜

農経営の分解の防止と農村荒廃を避けるため

に石門心学を領内教化に活用していたが，天

保期に入ると心学は衰退し，精神面だけでな

く藩財政をはじめ農民・町民の経済・生活面

の改革・更生をめざすこ宮尊徳の仕法と思想、

が藩士や城下町商人をとらえていくと論じて

いる 2）。さらに，高橋敏氏は，小田原藩の北

駿地方を事例として，現状肯定を優先した心

のあり方にのみ問題解決を求める心学の精神

主義では天保期の農村荒廃をどうすることも

できず，現実に村や農民の生活を復興させる

ことを目的とした報徳運動にとってかわるこ

とになったと論じている 3）。

本稿であっかおうとする小林平兵衛（安永

8年～嘉永2年， 1779～1849）もまた高橋氏

の論じているように 4），心学者として北駿地

方を中心に活躍していたが，天保8 (1837) 

2）長谷川伸三「文政期下館町における石門心学

の青少年教化の実際」（『茨城県史研究』 16号，

1970年3月）。

3）高橋敏『日本民衆教育史研究』（未来社， 1978

年）の第三章，四章を参照。

4）高橋『前掲書』参照。
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年二宮尊徳が小田原藩の仕法のために荒廃し

た北駿地方を廻村した際，彼は報徳仕法を受

け入れ，仕法の実践者として活躍することに

なる。私は，以前平兵衛によっておこなわれ

た竃新田村の報徳仕j去を検討したが5），その

際，子兵衛の心学から報徳への移行の問題に

触れることができなかった。そこで，本稿で

は平兵衛の活動を中心にその移行の問題をあ

っかつてみたい。

2.小林平兵衛と心学

小林平兵衛は， j主掲「小林平兵衛活動年

譜J6) （以後『年譜』と略記）にみられるよ

うに，安永8年一に菜英沢村の名主江藤家に生

まれ，その後，文化5 (1808）年には竃新田

村の小林家7Iの聾養子となった。この時期，

平兵衛は三極を仕立てて立野や修善寺に出か

けたり，米の販売のため郡内に出かけている。

他方，平兵衛は，木ごという俳号をもっ俳人

でもあり，芙llJらとともに発句の会を催した

りしている sI。

平兵衛が心学とかかわりをもつようになっ

た時期は正確にはわからないが，丈政年間で

5 ) .Ji日高「小田原藩電新田村の報徳仕法についてJ
(W立教経済学研究j第45巻第3号， 1992年1

月）を参照されたい。

6 ）この『年譜』は，御殿場市総務課市史編きん

係の「小林平兵衛年譜jを小林家所蔵文書など

を利用して大幅にあらためたものであるが，時

代によって精粗があり，今だ完全なものではな

いの今後，更に完全なものにしていきたいの

7 ）小林家については，『御殿場市史』第8巻

（通史編上）の146頁～154頁， 182頁～486頁を

参照。

8）平兵衛と俳譜の関係については，芹i宰伸二
「江戸時代民衆の文芸活動J（『日本私学教育研
究所紀要.I22号， 1986年12月）参照。また芹
淳氏は，この論文の中で，芙山（斗二負庵牛翁）

について詳細な考証をされている。

9）『静l司県教育史J（通史篇）の第2章（高橋
敏氏執筆）. 124頁～129頁を参照。

はないかと言われている 9I。平兵衛は『（社

中人名録）j lU）の中で「湯嶋春木町 深井

（谷カ）遠iJ；守様御内大軒軍司様 右之仁江

心学之道御進め被ド候て三前舎へ折々聴聞ニ

被遣候様御示談可被下候也。j とあり， この

大軒軍可なる人物がどのような者であるか不

明であるが，この人の紹介によって心学への

遣に入ったのは確かであろう。『年持］をみ

るとわかるように，文政6 (1823）年には竃

新田の組頭にえらばれ，さらにこの年には椎

茸販売をかねてたびたび江戸に出かけ，童箸

舎で田嶋有覚や大嶋右隣の道話を聞いたり，

｛｜多行をおこなっているllj0 そして，同午10月

から11月にかけては曽根直次郎（守愚）とと

もに平兵衛の自宅や御殿場・北久原・川嶋田・

萩原・新橋で道話をおこない，さらに丈政10

(1827）年には菊池良貞とともに棚頭や小山

などで道話をおこない，良貞死後の文政12年

には近藤平格とともに御殿場や菅沼村で道話

をおこなっている。さらに，文政11年に家督

を悼の左七（七代目惣右衛門）にゆずると，

A層心学活動に力を入れ，天保元 (1830）年

には関西で修行をし，天保3年からは毎年の

ように常総地方や駿遠地方で心学の普及につ

とめている。

10）小林家文書，正1750左の数字は『御殿場市

史資料所在日録Jの整理番号である。小林家文
書は3害防、らなり，第2部は「補遺J、第3部は
「追加」とあり，ここでは，第2都を補 1・補
2のように記し，第3部を追 1.追2と記し，

第1部を正1・正2のように記す。以下番号だ

けのものは小林家文書である。なお，社中人名

録は『所在H録』の仮想であり，同史料には表

題はない。

11）石川謙氏によれば，文化8 (1811）年，大嶋

有隣が童箸舎を再興して参前舎を去った後，参

前舎は次第に沈滞し，室幸子舎は「昇る旭の勢で

躍進」して文政年聞には，参前舎巾と言わず他

国の心学者と言わず＼修行と道話との最終の修

練のために章響舎に来て前講を勤める者が多かっ

たという。石川謙『石内心学史の研究J（岩波
書店 1938年） 706～715頁を参照。
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では，この時期，平兵衛はいかなる心学を

学んだのであろうか。小林家には心学に関す

る史料が多数残されているが，その大部分は

心学仲間から借用し，平兵衛が筆写したもの

であり，その他は近藤平格などと道話をした

際の聞き書きである。その中で多くを占める

ものは菊池良貞のものであり，平兵衛も良貞

の心学を積極的に受け入れている。菊池良貞

の心学の特徴は12），他力本願にもとづく阿弥

陀信仰，つまり浄土真宗の影響を強くうけて

いるということである山。例えば，「是心学

ハ無上甚深微妙法ト云ハ，ナゼナレハ阿弥陀

如来在家無智下根ノ我等ガ為メノ慈悲ニ立ラ

レタ捉デ御座1レ」と言い，この捉には二種類

あるというの「第ーチニ，天地ノ提イム神ノ主

シ是ヲ大乗妙法ト云テ心ノ善悪ノ事ジヤ。是

ハ肉眼デハ見エヌ。二ツニハ御公義様ノ碇是
ナス

ヲ天下ノ政道ト云形ノ作善悪ノ事ジヤ。肉眼

デモ是ハ見ユル」と言い，つづけて「心ノ善

悪ハ肉眼デハ見エヌ。仁義礼智信ト云テ是ハ

善心ジヤ。亦食欲日員悪愚痴ト云悪智ガ有テ我

心ヲ苦シメ本心ヲ責ムル悪智ガ有。此宏、智メ

ガ家内ヲ責メ苦ルシメ穀類朋友知縁近付組合

御上様所ノ御役人様迄ヲ責メ苦ルシメル。是

ハ体デ為ヌ故御公儀様デモ仕様ガナイ。ソコ

12）菊池良貞の心学については，『静岡県教育史J
通史篇，第2章の127～128頁を参照。さらに，

拙稿「北駿地方の心学について」（逆井孝仁教

授還暦記念会編『日本近代化の忍想と展開J文
献出版 1988年に所収）では，菊池良貞の系譜

とその思想、について検討した。なお，良貞は文

政11年9月に常ナトl信太郡信太村（現在 茨城県
稲敷郡；美浦村）の大竹氏の所で亡くなり，金龍

山普賢院に葬られたと『（社中人名録)Jにあり，

現在も同寺に墓が存在することが，阿見町立竹

来中学校教頭斉藤茂氏の御案内によって確認で

きた。

13）この当時，小林家は浄土真宗であった御殿場

の真教寺の檀家であり，なじみやすいものであっ

たであろうと思われる。

デ凡夫ト云モノハ此智デ弱ヒ者ヲツキタオシ

タガル。 其レデ天ノ御慈悲ノ大乗妙法カ在

テ強ヒ者二勝セヌ旋ノ報ヒノ網ヲ張ツメジヤ。

是デt3然ト弱ヒ者ガ楽ニナラルル強ヒ者ガ地

獄ニ堕ル大乗ノ捉ジヤc是ヲ如来ノ本願慈悲

皆集ト云テ難有イ事デ御座ル」と言い，この

悪心＝悪智が家や親類朋友知縁近付ばかりで

なく御上様所の役人までも苦しめることにな

るという。そこでこの悪心＝悪智をとりのぞ

けば平安が確保できるのであるが，「コウ聞

テモマダ疑フ止マヌ我々ノ白心ノ悪心ナレパ

返ス／＼モ歎シイ我心デ御座ル。世界中ニ悪

心ト云ハ我独1）デゴザリマスヨ。何方様デモ

今度ノ大会ニ決定セズニ何迄苦ルシンデ果シ

カ有ルc今度ト云今度ノ、決定シテ下タサレヌ

カ。如来様ト先生ハ血ノ涙ヲ流シテ御苦労被

成ハイ。」山と言って如来の本願慈悲を疑う

気持ち，つまり，自力の悪心が人々を苦しめ

ることになる。従って「我心デ知ッタ事ハ普

ト思タモ妄念，悪ト思タモ妄念ト決定シテ観

レハ我分別ハ悉皆イラヌ。J15）ということに

なり，すべての分別は再定されてしまう。

他方，もう一つの捉である御公儀の提は高

札などで目に見えるものであり，「ソコデ御

公儀様デシテ下サル是ハ形ノ他力ノ御慈悲」

であって，これも自力を出さずに従うことが

求められる。従って，「他力ノ御本願扱モ

／＼有難サヨト信ジ奉1），担此上ハ御上ノ御

法度ニ不背，君父ノ命ニ不背，朋友兄弟妻子

裁類下人迄不背，唯アイアイパツカリデカカ

ルアサマシキ我口本願ノ他力ニ背カザレパ衣

食住ハ不足ナキ御本願御慈悲ノ不思議成レパ

我等ガ智ハ少モイラJ16）ないことになる。

こうした良貞の心学は，柴田実氏が道二の

心学について，「もとよりかれ（道二・筆者

14）『菊池先生会補規則駿河教示掛川教示

正音楽』 正143。

15）向上書。

16）『心の往来』 正1810
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注）において順応とはただ受身的な随順対応

の意だけでなくして虚霊不昧な心の作用，明

徳のはたらきで少しも滞るところのない主客

の合ーの境地を指すもので，別にかれが天地

和合の道とも称していることに留意すべきは

もちろんであろうが，その語が浅く解せられ

るとき，ややもすれば既存の道徳秩序，現在

の体制にただ唯々として従って行くことが，

そのまま道であるかのように受けとられやす

く，堵庵の『道を学ぶは知れた通りをするを

い』うというのと同じく，極めて保守的な

行動原理を生み出すことにならざるをえな

い。」聞と言われていることと同じことが言

えるのであろう c村内の安定がある程度維持

されているならば，その安定は弥陀の御慈悲

と観念きれ，家職にはげむことによって一応

の生活の維持が可能となり，こうした心学は

極めて有効とされるであろう。実際，平兵衛

も，天保4(1833）年の『奥州辺大飢鐘聞

書j18）において，奥州、｜三春領では4年つづき

の不作で「十三四才以下の子どもは色つやも

なくおくもならず昼夜かかさんひもじい／＼

と泣枯，日数積りぬれば，泣っき力らもなく

目計大きになり疲労れ自ら其憧相呆候而も被

片付可致ちからもなく壱人式人も死届候事の

よし，乳呑子は死呆無之との事ニロリ申候。

泣届る子に堪かね泣子をいたき親子諸共井戸

へ飛込，五才六才之子は海川へ投込ー思ひに

殺し候よし，右様成事御法度ニ御~候得共，

i却役人中様も届かね無拠捨置仁コよし，わる
者多く博突多く弥増難渋申尽しかたし。Jと
いう状況になっているのに対し，平兵衛はこ

の間書に「右体之困窮被致候国も有之候。先々

此地カ程之事も無之は実ニ難有事ニ候。乍去

是も人の事ニは無之来年も逗作打統候得者，

此辺連も如此可有之哉。安堵なりがたき事ニ

17）『石門心学j（日本思想、大系 岩波書店刊）所

収の「解説J485～486頁。

18）正260

候得者，銘々得与致勘弁家業出精農業怠りな

く倹約専らにいたし口之患逃れ候様心掛被申

へく，今よりも各々心掛により候得者，困窮

多少可有之事ニ候。此段よく／＼家内一同可

相心掛候。」と感想、をのべており， この段階

では主だ家業出精，倹約をこころがければ，

何とかのりこえられると考えていた。しかし，

天保7 ( 1836）年からはじまる凶作は，こう

した努力さえおし流すほど激しいものであり，

弥陀の御慈悲にすがることによっては対処し

えないものであった。そこに，平兵衛が報徳

仕j去を受容する契機があったと思われる。

3.報徳仕法の導入

報徳仕j去が北駿地方で展開する上うになっ

たのは，尊徳が駿東郡78カ村を廻村した天保

8 (1837）年のことであった。この前年，御

殿場地方では凶作のため困窮や飢謹が続いた

が，議新田村でも天保7年の凶作のために男

16名・女7名の合計23名の死者が出るという

状況であった1九他方，小林家では，収入の

多くが貸付金の回収や小作米によって占めら

れているということから，凶作がおきると収

入の減少をもたらし，天保7・8年には小林

家の経営は危機的状況にあった田）。そのため，

平兵衛は天保7年になると『年譜jにみるよ

うに，家の立直しをはかるために再び家計を

みるようになった。こうした状況で尊徳に出

会った平兵衛は，大きな感銘を’j芝けて報穂仕

法を村内に展開していくことになる。この時，

平兵衛は尊徳から次のように教示されたとい

う。すなわち「去ル申年（天保7年・筆者注，

19）『御殿場市史j第8巻， 454頁参照。

20）「前掲拙稿jで，小林家の経営は，基本的に

小作米の収入と貸付金の回収の占める割合が高

く，凶作による小作米の減収と貸付金の未回収

が小林家の経営を危機に陥れるこ左になると推

測した。



報徳思想、の受容について 67 

以下同じ）大凶荒飢鐘与罷成， i卒惣右衛門儀

暮方必至与差詰り及当惑候ニ付，家内者勿論

親類一同熟談之上無余儀再家事之世話可仕与

申合身代向取調見候所，此侭差置候而者連も

相続難相立与存f,t，先本宅を取崩シ一己之倹

約仕候而永続手段専目論見居候折柄，以御仁

恵、酉（天保8年）三月為窮身撫育之御廻村被

成下置，其節種々御理解被仰間候。御教諭中，

天明飢鐘之度占仕出し候身代者，此度之飢鐘

必死与差詰り難渋ニ陥り候儀者，何之不思議

も無之天之罪する処，又者寒暑輪回州木禽獣

之生滅ニ至まで同一ツなる次第有之保之儀を

有之ままニ御教示被成下，是迄之所行逸々恐

怖歎息仕，既ニ其師家内之者共五人疫病相煩

弥以的中仕，天明度より蒔置し悪種此度実法

候事実ニ徹，e,、魂御教諭之通善種ニ蒔替候外有
之間敷与御趣意ニ基キ，村方難渋之者江夫食

貸付取計候段奉申上候処，格別之以御仁憐多

分之金子御拝借被仰付，私儀者勿論一統難有

仕合奉存候。」21）とあるように，ここで述べ

られていることは，身代が没落していくのは

天の罪するところであり，また寒暑輪廻草木

禽獣の生滅と同じであり，天道であるとい

う2九そこで，悪種を善種に蒔きかえること

によって，つまり「推譲」という人道をたて

ることによって村の復興をはかり，ひいては

小林家の身代の復興をはかろうというのであ

る。そこで，平兵衛は莱英沢村に所持してい

た小作地からあがる作徳米50俵と金2両2分

21）『書簡（自家仕法指図出願）』追130

22）『報徳教示略聞記.l（補190）に，「天道通りハ
禽獣草木給廻之通。人道ハ輪廻ヲ止テ仏界ニ至

ノ法，以譲為道。」とある。なお， f報徳教示略
聞記』については，注24を参照。

23）竃新田村における報徳仕法がどのようにおこ

なわれたのかは「前掲拙稿Jにおいて論じたの
で，ここではふれない。ただし，「拙稿」では，

竃新田村全体を対象としたのではなく，岡村の

和新団地区を主に対象としており，この年の実

施地は和新団地区である。詳しくは「拙稿」参

照。

を差し出すことによって尊徳から100両を借

りうけ，それを土台金として報徳仕法を実施

することになる犯）。

こうして平兵衛は，一方で，村内での報徳

仕法を継続しつつ，他方で，尊徳のもとを訪

れて報徳について学ぶことになるのである。

そこで，ここでは平兵衛が尊徳から何を学

ぼうとしたのかについてみていきたい。ただ

い平兵衛が報徳について論じたものはほと

んどなく，平兵衛自身についての報徳思想を

みることはできないので，平兵衛が尊徳から

聞いた『問書』を中心にみていくこととした

しミ。

小林家に残されている『聞書jは7冊ほど

ある。その内訳をみると，『年譜』にあるよ

うに，天保9年から同10年にかけて尊徳のも

とを訪れており，この時の『問書』が『報徳

教示略聞記』（以下『略間記』と略），『報徳

間書 宇番』（『聞書j1番と略），『報徳見聞

日記控二番j（『問書j2番と略），『報徳見

聞日記控三番』（『問書』 3番と略），『（報

徳教諭聞書）』（『聞書』 4番と略）の 5冊で

あり2ペまた，天保12年から同13年にかけて

のものは，『日記帳Jと f従九月廿二日 万
日記子簿」の2冊である。このうち，天保9

年から10年にかけての『問書jは連続してお

り，また分量的にも最も豊富なものであるば

24）すべて小林家文書であり，白録番号は，『略

聞記jは補190，『報徳間書 一番』は正33,
『報徳見開日記控二番jは正32，『報徳見聞日

記控三番』は正35，『（報徳教諭聞書）』は正

124である。なお，このうち『報徳教示略聞記J
のみ活字化されている。初めは，『立教経済学

研究』第42巻第3号に私が「史料紹介」として

掲載したものであるが，その後，『報徳博物館

資料集1 尊徳門人間書集J（報徳博物館刊
1992年）に，他の門人たちの聞書とあわせてお

さめられている。なお同書には，引用文につい

ての出典や人物についての注釈がほとさこされて

おり，利用には便利と思われるので，『報徳教

示略聞記jは同書を使用し，同書の頁を付した。



68 立教経済学研究第47巻第2号 1993年

かりでなく，竃新田村の報徳仕法がこの時期

から開始されるということから，ここでは前

者の 5tttJ・を中心にみていくことにする。

まず，心学については次のように言う。

「蕎麦モ青干ニ市本聞のそば不問来。坊主モ

今ハ青伯l故形斗ニ而心法なし。釈迦の勘当坊

主也。心学も育枯故天下政道の法ウスシ。不

三講モ同断」お）（『聞書j2番）とあり，心学

や不：三議は形ばかりで役に¥7たないという制。

役に立たないものはそればかりでなく，儒学

についても「儒者モ学者ハ高山ヘ登リテ世界

ヲ一目ニ見ルカ如シ。見タル所ハ明ナレ共見

タル噺己而ニシテ主主ナシ。自分カラシテ勤行

不為ハ今汀ノ正業ヲ勤ルニハ用ナシ。」（『聞

書j3呑）というように説〈だけではな〈，

自分から行なって示さなければ役に立たない

という。それに対して，「言行一致テナケレ

ハ人ガ承知セヌ。金貸スト言テモ正金貸サネ

パ借ニ来ル人ナシ。道ヲ教ヘテモ。自分行ハ

ねパ。間テモ用ヒ行人ナシ。」（［略聞記」 118

頁）というように，自分から行って教えるこ

25）同時期のものと思われる川崎屋孫右衛門の

「報徳見聞記J（上掲｛尊徳門人同書集J所以， 12
9頁）には，「蕎麦青干にてはそば粉出来ず。坊

主も今は青枯故，形計りにて心の法なし。釈迦

の勘当坊主なり。百姓商人何れも同断。」とあ

り，「心学もj以下が異なっている。『問書』 2

香と「報徳見聞記」は重複するものが多いので

あるが細部で違っている。何故そうした相違が

生じるのかは不明で、あるが，恐らく尊徳の語っ

たことを A 字一句書き留めたのではなく，幾分

かは自己の解釈によって記じたものであろう。

26）『問書』 4番には，「都都問符題口ミイ押切

タル所ナシ。神｛需仏諸宗諸経ノHミヲ取集メテ

諦ユエヘニ諸人ヨロコブノミ。誰カ勤テ何ヲ行
トイテ

ト押切タル事ナシ。是ヲ迷イト云。迷人カ迷読

迷セjレ故世上立帰ル道ナシ。正夫シテ決定可為

也。」とあり，これが石田梅岩の『都都問答』

を批判しているとすれば，やはり何を行なうべ

きか書かれていないが故に役に立たぬと述べて

いるのであろうか。

とによって有効なものになるという。心学や

1語学がもっぱら説くだけで行なうということ
がない故iこ批判されるとすれば，報徳には言

行一致とか教行合ーと言われるように，行な

うことと言うこと・教えることが一致してい

るということであろう。

では，誰がその行ないをするのかと言えば，

上に立つ者が行なわなくてはならないという。
ヲシウル イカヰ

例えば，「人ヲ助ケ救ハ警ハ。焦ノ H大クテ

ハ小前ノ実カ。ムルヨウナ物シヤ。故ニ恵助

ルニハ一村ノ下へ下リテ。倹約モ勤モ敬モ上

タル仁ヲ勤テ。手本ト成ネハナラヌ。」（r略
チャク

聞記j89頁）といい，「兄弟も兄ガ上下着ス
ツトムル

ト弟真似スル。一切上タル人の真似スル也。J
（『同j89貰）というように，上に立つ者が手

本となることによって下の者がついてくるの

だという。このことは，平兵衛が竃新田村で

最大の持高があり，組頭でもあったこと，ま

た和新田地区では18戸のうち小林家を除く 17

戸中13戸が小林家の小作人であったことなど，

小林家が村の指導者として村の復興をはかる

ことが切実な課題であったことが，大きな要

因となりていよう。そのため『問書Jには，
指導者として何をなすべきかが多く書き留め

られている。

では，行なうとはイ可をすることなのだろう

か。 「人ヲ助クルニ自分兵先ニ行ハ量入ナリ。

人ニ助ケラルルハ衆生ナリ。身ヒ投出シテ行

ハボサツ聖人也。身上ヲ惜ムハ衆生ナリ。」

（「略聞記」 118頁）とあって，おそらく人を

助けるということにあるのであろう。そして，

人を助けるとは，「万民ヲ助ケ養人道ハ天ニ

サカロウモノ也。J（『略聞記』 102頁）とあり，
助けるとは人道へとつながっていくものであ

ろう。また，人道とは譲ることにあるのだが，

譲るためには，常に剰余を残すような生活態

度をたてることが必要になってくる。この

『聞書Jでは，「分度」や「推譲」という言葉
を使っていないのであるが，「身上引下リ天

命ノ分限ヲ半減ニ落。余リ米穀金ヲ以。村方



報徳思想、の受容について 69 

近所趣法立。救助スル時ハ。是隠徳之最第一

ニシテ。永続ノ祈祷是ニ過たる事なし。J
（『略聞記J116頁）というように，今までの
生活態度を改めて剰余を出し，それによって

壮j去を？でることが求められている。こうし

た生活態度はi：に立つ者ばかりでなく，領下一

に対しても求められるものである。例えば，

「御収納米フエル時ハ人数減スルもの也。次

第二田地あらく成リテ又々亡所ニ成故ニ，十

カ年納it平均シテ相定曹候テ趣法立候事大切J

也。年貢上テ取テ納高ヘルハ畜生道也。」

（『問書』 2番）とあり，年貢を51き上げるこ

とによって人口が減少し，亡所が増える放に

結局は納高が減少してしまうとして「分度J
を定めることを求めている問。他方，小前百

姓に対してはどうであろうか。先に述べたよ

うに，上に立つ者が暮しを引下げて「分度j

を定めて譲ることによって，つまりは手本を

示すことによって下の者はついてくるのだと

いう。しかし，「金貸ニハ極貧ニ成迄利ヲ押

詰メ荘ト得度せシ上ニ而貸せハ助ル也。助ル

ト覚ヘテ貸テハ助又貸又貸スルト陽／＼／＼

ト重る放カヘツテ害トナリ，慈悲ト思ヒテ罪

作事甚シ。此是非分別可有事，仁不仁ノ違ヒ

アリ Q 貸借元ー円也。大道ヲ考エテ助クルナ

リ。J（『聞書.l2番）というように，ただ効

27）もっとも，現実の体制については，「是禁裏

様同様万代目出度事 日本国之高弐千八百拾九

万石ヲ不残公方様え御譲譲り被遊候也。東照宮

ハ右之御寓ヲ八百十九万石ヲ以禁裏御守護被遊，

其上日本国中之御政務御政事被下，残て弐千万

石ヲ以諸御大名小名え御配当被遊候。是譲之第

一ニシテ万代不易之大道也。是報徳之大道是也。」

（『略聞記J116頁）として，譲りの第 Aのもの

として肯定している。

28）下程勇吉氏も「ただ施すだけでは，依頼心を

助長し， fめぐみて費える』ものとなるから，
施をうけた者が自立し，一個の独立人格として，

他に譲り施すようにすることが大切である。」

とのべられている。ド程勇吉『改編 天道と人

道』（龍渓書舎 1978年） 200頁参照。

け貸すというだけでは結局没落を防ぎえな

い犯）。そこに教えるということが問題となっ

てくる。では，教えるということは何を言う

のであろうか。「……小前ノ身上ヲ立直ス也。

然レ共役ノ世話ヲセネパ。種ヲ蒔捨ニスル様

ナ物シヤ。連も衆人ハ閣ヘヌ者故。イク度モ

教ベシ。」（「略聞記.l89頁）とか，「右ノ足ヲ
出シ左ノ是ヲ出スハ行テ教エ，行テハ教カワ

ル／＼勤ル也。能聞タナラ作テ夫カラ教ユJ
（『聞書』 1番）とかあるように何度も教える

必要があるのだが，「持冶成雑巾ヲ以テ議ナ

キ板之間ヲフクガ如シ。聖人ノ道ヲ以小人ヲ

教ヘ導也。」（『略聞記j90頁）というように，

聖人の道をもって教え導くのだという。では，

軍人の道とは何をいうかといえば，「人道ハ

聖人之御立被遊し道也。故ニ五輪五常ヲ申譲，

道立テ人情敬譲ヲ以ヲ重シトス。聖人ヲ（ノ

カ）道ヲ学フ者ハ則聖人ノ従ナリ。然ハ譲り

以可行也。J（『問書.J 3番）というように，

人道ということになる。人道とは譲ることに

あるのだが，譲るためには「分度」を定める

ことが求められる。しかしながら，下層農民

にとっては，難村的状況の中で剰余を生み出

す生活をすることは困難であり，そこで上層

農民の「推譲」によって彼らの生活を安定さ

せ，その上で「分度」の確立を求めていくの

であるお）。他方，「水ヲ汲置ハ自然とボウフ

ラ虫カ出来ルカ知し。改心シテ道ヲ立テ置ハ

自然と家治ル理ナリ。上ハ国ヲ治ムヘシ，民

ハ農ヲ勤ムヘシ。」（r略聞記.J94頁）とか
「道ハ形カ出来ルト行フ計也。改心勤行肝要

也。ロテ云計テハ不成ラ，自ラ行テ家政ヲ勤

ムベシ。」（同94頁）というように，道を立て

ることと同時に「改心」という言葉が使われ

ている。「改心jということについて具体的

に述べられていないが，報徳、仕法の主体的な

29）例えば．竃新田村では，借用金を報徳仕法に

よる無利貸付金によって組みかえ，さらに分度

設定のために所持穀物の調査を行なっている。

「前掲拙稿」参照。
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担い手になること，つまり今までの生活態度

を改めて禁欲的なと主活態度を確v.することに
あるのだと思われる加。ここでは，道を立て

ること一一「分度Jの設定一ーと「改心」の
どちらが先になきれるべきかわからないが，

どちらも必要とされるものであり，生活態度

の改善なくして「分度」の設定はありえない

し，「分度」を設定するためには生活態度の

改善が求められる。そして，「改心Jとは下
層農民だけに求められるものでなく，上に立

つ者が手本にならなくてはならないという意

味で， ヒに立つ者にも要求されるものである。

こうして，上に立つ者が「推譲」をおこな

うことによって下層農民の生活を安定させる

と同時に，教えるととによって下層農民の生

活態度の改善をはかる，他方，下層農民は，

新たな禁欲的生活態度を確立することによっ

て報徳仕法の主体的な:fllい手となりうるので

ある。そして，「富カ貧ヲ苧セテ財宝ヲ生ム。

富ハ天也陽也男也。貧ハ地也陰也女也。貧富

相和シテ天下ノ財宝ヲ生。」（『聞書.I 2番）
という上うに，上下の和合がなり難村の復興

30）ここでは，「駿遠地方で展開する民間のいわ

ゆる『結社式』の運動においては，大地主によ

る経済外強制が犬きな役割をはたした。杉山報

徳社や牛岡報徳社のように，現在も活発に活躍

している代表的事例を含めて，有力な報徳社は

すべて地主の指導によるといってよいが，彼ら

は農村の指導者であるとともに支配者であり，

それゆえに報徳仕法の一面は，これらの階級に

よる経済外強制jだ、ったのである。」が，それは

虚偽意識（支配のためのイデオロギー的装置）

としてとらえるのではなく，その時代の広汎な

民衆の自己形成一白己鍛練の要求にそったもの

だったのであり，尊徳の「主要な狙いは，教化

によって民衆自身に新たな禁欲的生活規律を自

覚的に樹立させることにあった，と思われる。j

という，安丸良夫氏の記述を念頭においている。

安丸良夫『日本の近代化と民衆思想J（青木書

店 1974年） 20買を参照。

31）補1910

がはたされるというのである。

こうした考え方は，例えば『報徳勤倹善種

加入帳.131）の前書にもみられる。この史料に

は二宮尊徳の報徳司，，が引用されたあとに「勤

倹」として，

一婚礼取遺祝儀

一同三ツ目井入酒祝儀

ー出産初うぶぎ

一産立祝ひ

A三ツ七ツ主R.ひ

一初雛井菖蒲刀にはた

一元服改名

一忌中明

一法事志

一神仏祭礼事

一神仏参詣祝ひ

ー痘癒祝儀

一日々敬しミ倹約

右前書之外祝儀不祝儀等其人其事之分限ニ

応し，倹約之以余力を不限多少志シ可決，猶

又少分たり共帳面ニ附出し候得者，郷（村）

中一統之助情ニ相成候上者，相互ニ出精可致

候以上。蒔米種生米草米華結米実，蒔粟種生

粟草発粟花結粟実。（中略）各々報徳之道を

弁へ身分成丈倹約堪忍して此帳面書残シ，永

き報ひを楽しミ，握る事を禁し施す事を専ー

にはけミ立さ種を村~11へ蒔付，実j去りの秋の

立直りを願ふ事ニ候。

天保十己亥年正月古口

とのベ，各人が種々の｛先約をはたすことによっ

て身分に応じて相互に「推譲」をおこない，

助け合うことによって村の安定をはかってい

こうとする。ここにのべられていることは，

報徳仕法が導入される以前の相続講の議定

書割とくらべてはるかに具体的で、あり，それ

32）なお，相続講の議定書は次のように書かれて

いる。「一，今般相続講と唱ひ，連中之者永代

子々孫々ニ至迄，無難安泰に今日を営み，銘々
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だけ村落構成員の主体性が求められていたと

いえるであろう。

では，心学と報徳思想の違いはどこにある

のだろうか。心学や儒学は説くばかりで行な

うことがない故に批判されるのであるが，こ

の当時，心学は道話という形で民衆教育の手

段として利用されており，北駿地方に広がっ

た平兵衛らの心学も同様であった。また，そ

の内容も，先に良貞の心学でみたように，あ

くまで他力であり自力の働きは否定されてい

て，自らの主体性を発揮しない態度，つまり

「……担此上ハ御上ノ御法度ニ不背，君父ノ

命ニ不背，朋友兄弟妻子親類下人迄不背，唯

アイアイパツカリデカカルアサマシキ我口本

願ノ他力ニ背カザレパ衣食住ハ不足ナキ御本

願御慈悲ノ不思議成レパ我等ガ智ハ少モイラ

ヌ。」出）というようにすべてに従うことが求め

られていたのであり，本願の他力に従えば衣

食住は「不足ナキ」とも言われていたのであ

る。しかし，現実には飢僅によってもはや家

の存続自体が困難な状況になっており，他力

だけではやっていけなくなっていた。そこで，

「豊凶ハ天ニ有リ，故ニ人力ノ及所ニ非ス。」

といいながらも「故ニ人道ハ其時ニ随ひ引下

ケテ暮シヲ付ル計リ也。自心ヲフンハツシテ

勤メ行ヒ度キ者也。」（『略聞記』 93頁）と，

むしろ積極的に自力を発揮し，天道に逆って

人道を立てることによって，上に立つ者も下

の者も新たな禁欲的な生活態度を確立し，互

いに「推譲」を行なうことによって家の復興

を，はかろうとしたのであった。そして，そ

れは報徳仕法という形で具体化されていった。

為報先祖父母の恩沢を，跡式堅固に可相守兼而

相談之通，万端遂倹約以余力を月々晦日限草鮭

八足亦者銭四拾八文宛無遅滞差出し可申候。依

而議定書如件。」

なお相続講については「前掲拙稿」を参照さ

れたい。

33）『心の往来』 正1810

4.おわりに

以上，小林平兵衛にとっての報徳思想とい

うことを中心にみてきた。ここで問題となっ

ているのは，村落指導者としての役割という

ことである。彼らが積極的に生活を改め，

「分度」を定めて「推譲」を行なえば，下の

者はそれを手本としてついてくるというので

あるが，もう一つ大事なことは教えるという

ことであり，村落指導者は下層農民に対し旧

来の生活態度の改善を促し禁欲的な生活態度

の確立を求めることによって，報徳仕法の主

体的な担い手に育てあげ，難村の復興をはか

ろうとする。

では，竃新田村ではどのような形で村の復

興が行なわれたのであろうか。以前，私は竃

新田村の報徳仕法を検討した際に，報徳仕法

と仕法廃止後の相続講を通じて，下層農民に

よる無利貸付金の貸借が繰り返されるのをと

らえて，「報徳仕法の目的が，農村の復興を

目的とするものであったとすれば，当村では

確かに天保期における危機的状況を脱し，一

応難村的状況は克服されたといえるであろう。

しかし，農民の生活は安定しえず，結局は相

続講（報徳仕法を含めて一一筆者）による家

計補助的機能にたよらざるをえず，ひいては

地主で、ある小林家への依存を強めることになっ

たのである。」叫とのべ，その理由として小

田原藩の「分度」が立たなかったことや，農

業技術の改善や新たな商品作物の導入などが

なかったことを理由としてあげた。今でもそ

の結論は変わらないのであるが，報徳、仕法が

本来村の構成員たる農民の自立をうながし，

ひいては村の復興につながっていくとすれば，

ある程度余裕のある上層農民にとっては「分

度jを設定し「推譲」を行なうことができて

も，年貢や小作料の納入によってギリギリの

34）「前掲拙稿」 162貰。
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生活を強いられていた下層農民にとっては困

難であったろう。従って，下層農民が自立す

るための条件をどのようにして作り出してい

くのかということが問題となる。むろんそれ

は，それぞれの村の条件や藩との関係も重要

であるが，村落指導者がどのような形で村の

復興をはたそうとしたのかが重要な問題とな

ろっ。

追記，史料の閲覧にあたっては，小林家の

皆様には種々の便宜をはかつていただき，心

から感謝しております。また，報徳博物館館

長佐々井典比古氏からは『年譜』作成にあたっ

て貴重な御教示をうけました。あわせて感謝

いたします。

小林平兵衛活動年譜

年号｜西暦｜年齢 ことがら

安永8 I 1779 I 1 ｜菜奥沢村名主江藤孫市の子として生れる（①）

兄はのちに名主孫右衛門（随庸）

「私若年の初，身持不宜父母の勘気を家り，無拠出奔可仕哉と十方に暮罷在

候節，右良蔵（庵原村百姓）態々罷越呉，父母へ相詫取繕，庵原村へ召連れ，

長々厄介に預り，隠居慈敬（白隠の弟子の遂翁和尚の弟子）は，日夜の教示

を請改心仕，当時の身分と相成居候」（②19巻）

寛政12 I moo I 22 I長男亀蔵生れる（翌享和元年9・9死去）（①）

享和2 I 1802 I 24 I七代宗右衛門（佐七）生れる（①）

文化2 I 1805 I 21 I長女峯生れる（文化8・9・22死去）（①）

文化5 I 1808 I 30 I小林家の饗養子となる

文化9 I is12 I 34 I 1・9 君政講手伝（以下⑤）

1・12 立野行，伊豆嶋田日野屋にiiiまる→修善寺参り

1・13 立野，太郎左衛門方で三ツ又[J立， a分2）＼えと100文也
1 . 14 修善寺， 1・15三嶋，夫より竹原へ廻り千福，丙嶋氏へj白まり

1・25 御囲米軒別8升ヅツ仰付られ夫ニ付上新田中談合

1・28 安兵衛・文左衛門・天沢庄左衛門来り栢続の内意

2・10 H和に成，夕方，三ツ又口る

2・18 日和に成，三ツ又植ニ出し也

2・ 上新田18軒とともに相続講を結成

3・17 宗門御改

4・4 郡内へ行，須走→吉田へ泊まる， 4・4吉出

4・6 浅間宮を拝す→須走→4・7帰る

4・16 ⑨へ米出す

4・18 蒔物始， 19日同断

4・21 下ツ原田植， 23日農行仕侯

4・24 臼植え

4・25 立野へ行，修善寺→26日立野→27日三嶋→帰る

4・29 回＋直え

5・5 伊豆嶋田へ行く→深UJ→中山→帰る
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5・12 田植仕舞

8・14 業買（＠にて）

5・16 芙Jiff方にて発句

7・16 融通無尽について沼田・二子へ一札に行く

7・30 郡内へ行，孫兵衛殿同道→8・1谷村→同日ナi'li幸→小立・夜木¥f茂

兵衛殿宿→8・2内へ帰る

8・8 茶直し葉亡コ

8・23 母，日りゃうしに不二神谷へ行，深良→沼津宿

8・26 新はしへ金子返し帰る

8・29 小山へ行，仏事縫蔵事也

9・3 郡内へ行，小沼竹屋五郎兵衛殿宿ス→4日谷村→5日舟津，同日夕

工コ（水土カ）野殿逢ふて帰る

9・14 茶作り

9・17 杉名沢へ行，床張→19日まで

9・20 おくみ同道にて神谷へ立→不二西椎路村三郎右衛門殿宿→21日神谷

へ着→22日岡部在三輪村神神社→23日小込（返カ）山をまわって母同

道にて帰る

10・5 農業す

10・11 稲かり上ケ

10・12 郡内へ行→向田谷村に者→13日上吉田より中宿，新橋θと同宿→14

白書巨坂からθ同道にて帰る
10・17 山神議当番

10・18 玄清寺の無尽取立世話仰付られ候

11・1 印野無尽

11・16 三嶋へ出立→17日縫蔵と三嶋宮御祭礼に行，伝馬町高忠へ宿，廿七

町大中島町祭（類無事江戸山主祭ノ似たり）→18日深良久保茂兵衛宿

→19日帰る

11・28 田畑反別小作米金利改証文改拘I様写， 29,30日脹写

12・17 殿様大坂にて大病由にて村中立合立頼いたし申候

12・27 深山へ杉代として一両遣す（以上⑤）

文化10 I 1813 I 35 I 1・23 千福へ行，堰原村勘兵衛殿へ三ツ又取次頼み，夫より伊豆嶋田行，

沼津で大豆売，夫より三嶋久保町土武に泊

1 . 24 大仁着→立野→修善寺（菊屋泊）

1・25 同泊→1・26深良から帰る

1・28 御殿場，寺へ抱橋見舞舟（El野屋）へ金返す

1・29 庖痛の流行

2・15 シナの木をうえる

2・22 寒雪で茶の木かるること甚敷也，依五人組御役人中立合茶園見分仕

候，小田原表口済与申趣相極所々見廻り也

2・27 玄清与無尽世話人立合談す

3・2 己コ裏通ドブ普請仕口

3・5 親父，両親共入湯ニ出立

3・6 駒門村杉450本植る也仁コ900本斗植る也

3・14 村中庖宿亡コ
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3・15 新橋与祖右衛門無尽企に立合

3・18 村宗判

3・28 猪塀手前至って崩大きに世話に成

4・11 保土沢田畑見分

4・12 融通無尽

4・20 透問より谷ケ村之仁コ 木の里へ渡る

4・21 小山重政様来亡コ碁打

5・2 蒔物始め

5・4 ③米出す

5・5 苗策作る

5・7 田f直え

5 . 11 仁ゴ出立，平塚→大磯（山城屋）→5・12帰る

5・14 田植え， 15日下ツ原田植， 17日麦田支度

5・20 煙（煙草カ）植る也

5・21 田植仕舞也

5・25～26 農休

5・28 杉名沢蚕上り（るカ）手伝に行く

6・1 蚕手伝， 2日蚕まへ作る

6・3 蚕まへ売， 5斗9升ニ而1両2分

6・8 上小林行仁コ論語講釈聞く

6・12 夜惣寄合

6・15 家督受取，六世惣右衛門（立合，安兵衛・杉名沢文左衛門・菜英沢

孫右衛門），譲帳，宿安兵衛様預ケ置也

6・29 身上相改，当座帳・出入帳仕立也，予（預カ）帳初る

7・9 新橋θへ行き村方金借る

7・16 杉文（杉名沢文左衛門）に行，古口論語を得る

7・18 茶摘始む

7・25 家督視

7・27 新橋金返金

8・6 大山代参吉兵衛を遣す

8 . 13 箱根五兵衛，江戸より飛脚ニ来る，口門前六ツケ敷次第

8・14 頁あみ（？）

8・17 女子生，キン 8・23キン七夜

8・24 中宿染八殿ウマ盗まれる

8 . 27 茶直し

9・8 杉名沢居茂兵衛様へ日待，碁打

9・15 印野茶つみ頼に行，木地伊右衛門殿へ廻り，太兵衛のところまわる

9・16 干検（？）田見分村へ行

9・23 寺寄合

9・28 内毛見

10・6 大迫様御来光役に行

10・10 麦固まく也， 10・11 水送麦まく

10・15 井出へ行，→16日，沼津夜帰る

10・20 稲かり 21日同断 22日かり上げ
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文政5

文政6
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10・30 大豆売に行

11・18 江戸芝片二河五太兵仁コふしゃニ泊り

12・9 舟太兵衛来り真教寺勘定

12・10 中山九平治地買入

12・12 庚申寺無尽のことにつき吉兵衛小田原へ行， 16日帰る

I rn14 I 36 I 1・10 立野へ紙口直立に行

1・11 立野，太治平殿にて会合ス

1・12 小坂より三津通→江の裏→沼津→帰る

1・16 母病気

2 . 3 母，八ツ半頃死， 5日忌中

2・19 茶植

2・23 母， 3・7日，大乗僧来る（以上⑥）

I 1822 I 44 I 11・23 奥住収（奥住家7代目覚兵衛）小林惣右衛門に紋付麻上下を贈り年

始にはこれを着用し，先祖新左衛門位牌代参を依頼（①）

12・19 奥住様上下被下着仕（以下⑦）

12・24 右上下出来ずして帰る

I 1s23 I 45 I 1・1 本家易兵衛（奥住新左衛門の甥小林安兵衛吉永の子孫）と氏神に代

参

1・9 民右衛門死去 10日久左衛門死去

1・15 柏沼伯母死去 16日ぐみ沢兄伺道にて坂下より帰る

1・18 役方惣寄合これあり候組頭落札村方より相頼まれ候也

1・19 役人衆人なく江戸屋江不如意相談に立合

1・20～26 役方へ行

1・28 小田原へ出立→29日役所にて組頭を仰付けられる，諸所御礼（多嶋

屋i白）

1・30 諏訪の原宗清寺（総世寺）奥住家参詣→関本→矢倉沢へ泊→2・l

帰宅

2・2 半兵衛様案内にて組合彼（披カ）露

2・3 萩蕪・中山雨村沼田の事に付頼に行

2・8 増田村清龍寺大会

2・9 沼田へ欠合（掛合）～2・13沼田の事相談相調両村納得す（土地に

ついての争いか）→2・15惣役人中山へ立会に行，同地受取渡し相済

申也

2・18 萩蕪連発句

2・20 地蔵堂参詣，暁山方へ宿，夜中説法を間『由良法語j借用

2・21 江戸町二丁目（場所？）佐野松屋にて，竹の下太郎兵衛様仁コ，新

屋安兵衛方宿す

2・22 増田清龍寺大会

2・25 永塚無尽・茂八遣す

2・26 キン・スミ癒槍見へ申侯

2・27 長兵衛，三嶋にて不出来→28日役方右一件日出合→三嶋一件に付口

口
3・3 看病，村方衆皆々来， 48看病で惣寄合欠席，与右衛門・新屋安兵

衛来る
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3・6 牛野氏椎茸取也

3・7 椎山へ行

3・9 茸とり，種斗る

3・10 山へ行茸改，子供笹湯祝ひ

3・11 二ノ岡御出，江戸屋立合

3・15 江戸屋割合立合也

3・16 苗代，茸荷作る，江戸屋配分割に行

3・17 新橋θにて会談，茸へ行
3・18 宗半日

3・20 椎茸取，生子作り

3・21 江戸江発立，新兵衛同道，御殿場夷藤・舟・⑪・星店・いせ庄・い

せ嘉立寄→竹の下わた口→泰里主人で月並発句→足柄山→地蔵堂→矢

倉沢→関本ふしゃ→多古→国府津→大磯（馬とる）ナンコ江戸屋泊→

22日7ッ半立藤沢（馬とり）→土塚→下見付茶屋→神奈川（馬とる）

→大森→芝片町→京橋→神田多町（八幡屋泊）

3・23 θ③穴立寄，金作・ひの重・三臓円立寄→一番町孟箸舎，八町堀烏
屋周助殿宅にて田嶋先生・大嶋有隣先生道話，夜金作泊

3・24 菊ゃにて江戸屋一件物語，番町舎で道話，吉野外2人9ッ迄道話，

中村氏泊る

3・25 土橋謙野，いつ口らにて道話

3・26 菊屋（清カ）へ行，⑪・θ・大椎茸仕切，浅草吉野屋より瓦町→両
国→室町通二丁目→金作泊，早野氏たず

3 . 27 ＠仕切り→元塩町口取る， 6干金大万両i度し，金作昼中→大橋→牛込

中村氏→吉野氏において大嶋先生道話

3・28 吉野氏において大嶋先生御示→土橋鎌野→片町辻源蔵→古川遍→登

戸・中野嶋→玉川堂盛右衛門殿唐紙i鹿申候→登戸（玉川屋源助泊）

3・29 長沢安五郎たのみ長ツダ迄→厚木，伊勢原（伏見屋）立寄→十日市

場水屋へ泊

3・30 平沢善郎立寄→松田升屋暁山子合→矢倉沢→栗木沢→暁山立寄→並

木上り星合・ 6干－。いせ元立寄，．．・全・令が来る

4・1 徹心僧と物語，修行日出し承候

4・2 栗木沢市右衛門の事に付，栄助・常右衛門と掛合，役方で団地証文

4・3 茸荷作

4・4 茸荷作

4・5 θ金談，御殿場．・．立寄，星合・ 6干－。立寄

4・6 役方で融通割合

4 . 7 発句（麦夫・洗耳子・路京子）， 8日発句（洗・麦・正）

4・11 竹の下暁山子，扶一子宿す，久左衛門金無心にて証文返す

4・13 椎茸荷出し，江戸木挽町徳妙稲荷・徳道稲荷両宮祭りで勧情（請カ）

松寿庵日淵上人，地震あり

4 . 14 宗門につき小田原へ出立→大坂矢倉沢→小田原（田嶋屋泊）

4・15 寺社御役所，金成弥兵衛様宅にて御帳改→平沢善右衛門殿泊

4・16 平沢→伊勢原（ふしみや）→岡田渡し→思馬・深谷→福田・和田・瀬

谷.i可井→17日池の辺・勝田－山田・野川→新城・小田中→小杉・丸
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子渡し→雪谷・千是池・戸越→桐ケ谷・大崎猿町→芝門前町→土橋鎌

野立寄→八丁堀→地蔵橋鳥屋周助

4・18 神田θ椎掛合→両国不動尊→浅草→山下通→本江三町翁立寄→牛込

吉野氏

4・19 小石川飛坂下横町・築地片町川田一角様御内田嶋有覚→童箸舎，田

中一如・鬼野先生講→牛込吉野氏

4・20 麻布→土橋→銀座一丁目，新町尤勝（？）町

4 . 21 鎌倉ガシθ樵仕切り→両国淀町→木挽町→土橋鎌野氏

4・22 片道辻源→羽田通→大師川原→川崎→戸塚（小林泊）

4・23 藤沢→ナンコ三嶋→国府津（馬とる）→飯泉→関本

4・24 6吉兵衛

4・27 信州栗林小林氏より書状

4・29 立野へ行，千福→竹原→本宿→沼津

5・1 立野

5 . 2 伊豆嶋田→千福→駒門

5・3 苗取，蚕上り30枚斗

5・4 田植え

5・5 蚕上る，夕方まで30枚斗

5・6 下宿按吉癒癒死す

5・8 大雨で田植惣延，村中へ触出し，蔵犀根・馬屋・家垣根大破損

5・9 蔵屋根作り， 10日蔵普詰

5 . 11 田植仕舞

5・12～13 小込（返カ）山，瀬戸氏へ行，荘子・文子講・孟子・論語閣

5・16 荻原心学本連仁三

5 . 17 農休み， 18日休み

5・19 真教寺様より御附，仁杉畳屋細工に来る

6・2 耕地水配，名主と同道

6・4 仕付奉行箇助様御出役ニイ寸出向

6・5 野廻り， 6日出廻り

6 . 13 いせ口椎茸売

6・19 近年不党大水也，瀬戸・沢田大水也，村方一統大水，玄清寺にて百

万偏修行仕侠

6・20 村中困地水損場見舞る

6・24 妙義庵，玄博先生（小返山）御来光

6・28 中山左七・宇兵衛来ル，孝心講

7・1 大沢水あれ，上新田払せき立合普議仕候

7・2 人足10人もらい上新田大沢普請

7・4 茶売，茶預り代内渡し

7・7 精方和尚来る， 8日～10日和尚と不二へ登る

7・13 五郎右衛門屋敷添道作候

7・20 小込（逐カ）山で老子を写

7・21 須走→上吉田祭参詣（笠へ泊）→21日大学様立寄→須走早野へ寄

7・25 老子本合巻ニ直シ，千福おは（？）来る

7・28 くみ沢③へ米掛合
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7・29 吉田祭仕度， 30日蔵米須走迄出シ

8・1 吉田宮祭礼当村香

8・2 茸木水に付はじめる也

8・5 御伝馬願に付江戸惣代談事合

8・6 長原通遺作見分，萩蕪村で変死有，当村より 8人遣す

8・8 検使奉行，士平田仁左衛門・棚橋喜次兵衛様御問

8・15 すみ連て御殿場行，三星掛合，暁山子・芙山手と俳句

8・18 JI！鳩回十右衛門江茸木相談，村見分

8・19 並（つ）木見分， 111林共御出見分，並（？）木枝打

8・20 枝打

8・22 17日の水至布多分にて坂下筋・竹之下・小山・所領・柳島大いに田

地流候，小田原へ行

8・23 用向片付，

8・21 竹の下地蔵参詣，暁山子見舞，村分並（つ）校打うり米払立

8・25 郡内へ立，川i嶋通→ぐみ沢

8・26 吉田より谷町迄行，米掛合，下吉田念屋泊

8・29 茸荷作る

9・2 JI I嶋田村見分，宿通普請へ行

9・4 茸荷出し，宿通道普請

9・7 出立，平沢泊り→8日，田村殺し，ーノ宮→大山，新町桔梗屋泊→

9日， JII嶋より馬取芝片町辻源蔵へ→金作着→神田より馬喰町鍵屋へ

イ7

9・10 室町大平江荷遺→中村氏江着，与力大野大助・大嶋先生御出道話

9・11 中村氏と番町→芝→馬喰町→浅草→馬喰町

9・12 番町にて，田嶋吉野・中村｜司道にて牛込へ行

9・13 中村氏にて，吉野氏－松井氏4・5人にて修行

9・14 8 . ＜！）；仕切取→馬喰町→江川町（？）外神田金人へ行

9・15 百（白カ）子屋へ寄舟用事→土橋，麻布→土橋

9・16 芝を出て，新町桔梗屋→小田原→18日帰宅

9・21 郡内へ出立，水土野上迄行，向来り帰る，茂八遣す

9・22 大廻り様御出，平（千カ）賀衛守様

9・23 大廻り様大坂→新橋御泊

9 . 24 北方大廻り三平又左衛門様御通ιイ寸，村境ニ山向

9・25 奥住様見舞，三嶋まで

9・29 椎茸荷出， G・6干寄る，地蔵堂泊
9・30 矢倉沢→国府津→大磯（馬とる）→藤沢

10・1 神奈川一りII崎→品Jll－，芝片町，辻源

10・2 土橋→ヌシ町平助→大藤金作大平小長八太θ寄る→夜，牛込吉野氏

10・3 中村氏lこで修行，吉野氏・良平様・中村九ッ迄

10・4 童箸舎で修行・道話

10・5 芝口へ行，麻布屋敷へ行，金作着， iヰ嘉七殿夜に着

10・6 両国へ行，芝口大平より本江番町，金作へ帰る，大藤へ先生御出，

嘉七殿同道，直次郎様相談

10・7 大平よりθ番町へ行，芝口→片町辻寄る
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10・8 登戸→中之島支111堂寄る掛合→大善寺，山キワ迄→口沼見田村→長

った（河内屋吉兵衛に泊）

10・9 厚木より松田升屋に泊

10・10 帰宅，御寄講勤る

10・12 寄合い

10・13 須走より弥兵衛・茂兵衛来，首根直次郎御出，道話，御殿場吉兵衛

来る

10・14 道話

10・15 御殿場絹屋にて道話

10・16 北久原，夜拙宅で道話

10・17 川嶋田向甚口道話へ行

10・18 拙宅にて道話

10・20 荻原へ行，文和子で道話

10・21 新橋θで道話

10・27 御殿場，寺で御取越

10・28 曽根先生と同道帰る

11・1 江戸屋にて宝恵講勤め

11・3 玄清寺無尽

11・15 夜道話

11・16 曽根先生江戸へ帰る，尤竹の下に泊り

11・20 帳合せ

11・21 役方で組合割，風邪ひく頭痛

11・22 星合来る 23日快方，星合来る

11・25 中清水惣左衛門・勝蔵来る

11・30 皆済取立す

12・5 ぐみ沢へ行く，早野氏御来光

12・6 生椎茸取，ぐみ沢・御殿場行く，彦助殿方宿

12・7 出立，地蔵堂→大磯→藤沢

12・8 神田田町舎へ宿す

12・9 八丁堀→鉄砲洲→みなと町

12・10 牛込中村氏→大野大助様にて道話聞く，真下新太郎様御頼掛合

12・11 小日向先生方立寄，本郷より山下＠・ 6仕切，浅草へ行く

12・12 新橋鉄砲洲→本材木町いつみ甚→＠仕切，田辺氏掛合，→夜牛込着，

真下氏掛合

12・13 金作立，土橋→片門前辻に宿

12・14 Jll口より松平志摩守様内江口九左衛門様同道にて藤沢より巴田屋七

文政10 I 1827 I 49 I 兵衛方泊る（以上⑦）

1・18～2・4 菊池良貞とともに御厨地方を巡回

1・18 棚頭，小野惣右衛門→19日小山寺にて→20日夜小山→21日小山尾崎

松右衛門→同日夜生土→22日夜大御神天野鉄五郎→23日塚原杉山弥五

右衛門→26日夜一色村→29日北久原→2月1日拙宅→2日拙宅→3日

文政11 I 1828 1 50 I 拙宅→4日拙宅→4日夜杉名沢門右衛門

2 . 27 家督を伴七代目惣右衛門（左七）に譲る

6・19 平兵衛隠居
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9・6 菊池良貞死去（51歳） （⑬） 

文政12 I 1s29 I 51 I 4・24～30 近藤平格，御殿場および菅沼村にて道話（＠）

文政13 I 1830 I 52 I 9・16 油井宿ウドンヤ四郎兵衛→17日岡部宿小松屋与市→18日掛川宿中町

（天保元） I I i 手嶋康平太郎→19日新井宿→20日富川宿→21日宮宿→22日桑名宿→
23日関宿→24日草津→25日伏見→向日夜大坂入問屋升屋→同日御堂筋

瓦町→26・27泉州堺今井様御屋敷→10月14日吉野中町さこや平右衛門

→紀州和歌山本町三丁目修敬舎 (lo日～15日までカ）→仙場馬喰町明

誠舎（原田道久先生），玉造り敦！字合，天満東樽屋町恭寛舎，アシ川｜

侍衡舎，摂州兵庫慎明舎，姫路平野町吉田屋孫川郎，備前日三木屋伝

右衛門

11・6 山城間淀御城，奥住収様→同7日山城園北笠置村，木津屋久右衛門，

京都明倫舎（都講永岡太十郎他）柴田鳩翁先生，明倫舎道話，薩垂誠

太郎先生，時習舎

天保3 I is32 I 54 : 4・29 常州真壁郡酒寄村刷、舎

5・6～10 野水，野沢長吉， 10日～12日小田宿尽心舎，河12日土浦口宿孝

準舎，下総園水海道，黒次小右衛門，崎房，中山樹徳，大真木・崎房

天保4 I 1833 ! 55 I 3・9 崎房（以上⑬）

天保5 I 1834 ! 56 I 6月 十王町→6・3紺屋町望月喜兵衛→同4日亀甲村・結縁村→同5日

上張村大月寺→両江村・中宿村→同7口上西郷村柳田原→（後なし）

（⑫） 

10月 大田備後守内磯部忠蔵ら

11・8 相州伊勢原

天保6 I rns5 I 57 I 6月 掛J11より廻村，同15日周智郡咽18日大日村→同19日桑地村→後7月

12日迄

9・8 近藤平格，竃新田村で3日間道話→同15日柏m→同20日御殿場（③）
天保7 I 1836 I 58 I 1・6 下総崎房村秋葉孫兵衛宅道話，前講・小林平兵衛・中山樹徳（③）

7 . 21 近藤平格，須走にて道話廻村（③）

月不明 悼惣右衛門に代って再び家の立て直しをはかる（「無余儀再家事之

世話可仕～」・『自家仕法差図出願』）

天保8 I 1837 I 59 I 3・2～4・20 二宮尊徳，鵜沢作左衛門と伴に飢鐘に苦しむ駿東郡78カ村

を廻村（①）

3月 平兵衛，報徳金として5両差出

天保9 I 1838 I Go I 3月 平兵衛，日野屋惣次郎他3名，飢僅にあたっての働きを尊徳にほめら

れる（①）

4・10 伊勢原の加藤宗兵衛とともに仕法を受く（④）

9・11～15 相州竹松幸内，曽比，下新田まで問書（⑬）

天保10 I 1839 I 61 I 3・26 竃新田村平兵衛罷越候（～4・24) （②3巻）

8・11 出立→同11日，小山松右衛門殿→12日，小岡原③，鵜沢様へ行，熊・

伝同道3人→13日，山崎様，町谷北村氏泊→14日，土塚，小林屋泊→

15日，久松町近茂（近江屋茂兵衛）（～8・18まで泊）古賀氏・樹徳

様拝膝→16日，三前舎→17日，三前舎→18日，江戸立，大川戸光厳寺

泊→19日，飯沼秋葉氏泊→20日，中山（樹徳カ）氏御出→21日，久下

回宿音羽屋→22日，桜町陣屋着（⑧）

8・22 竃新田平兵衛・新橋村甚四郎体甚兵衛・下総飯沼崎房村孫兵衛↑卒三
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太夫同道にて罷越候（②3巻）

8・23 指導を受ける（③）

8・24 青木村見分（飯泉屋又兵衛他6名）

8・25～27 尊徳教諭（以後， 9・1迄尊徳教諭）

9・2～14 尊徳教諭（⑨）

9・15～30 尊徳教諭（⑮）

9・16 「予青木村へ行シハ見物也トシカラレシ也」

81 

9・20 烏山見分ニ罷立候→20日，真｜司宿→21日，給部村→鳥山城下→城下

立，大桶村→24日，片平村→25日，片平村→26日，御陣屋帰着（以後，

『問書』無し）

10・12 和新田字芹沢の開拓をはじめる（①）

10・23 竃新聞平兵衛・新橋村甚兵衛他罷越候

10・25 同出立いたし候 （⑪，②3巻）

天保12 I 1s41 I 63 I 2 14～ 6・28 尊徳のもとで指導を受ける（①）
2・14 鉄砲淵，いせや久兵衛殿行

3 . 1 立，小田原泊→2日，御役所へ罷出→3日，川崎宿→4日，江戸芝，

「山中より丸ノ内通り久松町江立寄のみにて千住千本屋江泊り」→5

日，境町桑名屋泊→6日，谷田貝より御陣屋へ着く，この臼から尊徳

教諭

3・28～ 4・14 この間，尊徳教諭

4・16 日光へ行く→大沢泊（回蔵・善八・為八・斧右衛門・左七・平兵衛）

4・17 今市→日光，歳礼見物→18日，大谷川｜→20日，桜町陣屋に着く

4・22～28 この間，尊徳教諭（以上⑬）

6・20 桜町出立→21日，江戸着→近茂泊→22日，古賀氏を尋ねる，牛込泊

→23日，神田から浅草，虎門，神奈川伊藤屋泊→24日，伊勢原泊→25

日，片岡大沢小才太様泊→26臼，大磯，酒匂ill新左衛門立寄川越，

栗原様泊→27日，侭下から地蔵堂泊（斉七・茶文問道）→28日，新橋

村，代官男沢茂太夫様仁二コ→29日，ぐみ沢へ御機嫌伺，「其夜，

竃新国御泊り，夜ニ入種々御尋ニ預リ」→7・1「朝，村中一向御呼

出し役方にて御教諭被下足立，難有奉承服候」

7・27 立，大脇泊→28日，小田原着→29日，用件あり

8・1 豊田様へ上り，藤曲村泊→2日，帰着

8・4 宮の下，ふしゃ着（八左衛門・十右衛門・茂吉岡道），新田小八様・

回蔵様・常左衛門様御出→8日，吉田氏ノ示→6日まで泊→7日，三

人で姥子山立寄，帰着

8・10 立→11日，口之沢，新宿より山本口，新国立寄大磯，川崎，藤沢万

屋泊→12日，江戸口成田町，品JI！から久松町近茂泊→13日，越ケ谷な

へや清右衛門泊→14日，栗橋から間々田宿田嶋屋泊→15日，久下回か

ら桜町陣屋着（8・15 平兵衛内々にて7ツ時来る，②3巻）

8・20 岸右衛門殿同道出立→21日，江戸着，本所細川様，麻布六本木から

西久保様，夜近茂→22日，神田瀬戸物町，古賀氏立寄，江戸立つ，芝，

六合川，目黒参詣，山本吉左衛門泊→23日，野口村，溝ノ口，河原口

鳶羽屋泊→24日，厚木川，伊勢原着泊→25日，大磯，新田小八様泊

（以上，⑬）
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天保13 I 1842 I 64 I 2・28～4・26 桜町陣屋で指導を受ける（①）
3・14 菅沼村名主重右衛門・組頭平四郎・御殿場えびすや・庵原郡庵原村

柴田権左衛門仕法嘆願（④）

3・28 川島田名主長十郎・御殿場油屋久左衛門・みのや伊兵衛・竃新用組

E貝久左衛門ら 7人到着（①）

4・2 菅沼の仕法決定

9月 尊徳、の随身者として活躍（⑬）

10・2 尊徳，公儀御普講役格に召抱えられる

10・22 出立，滑寿様・三次郎・口口同道→大森昼休4 保土ケ谷楕士屋又八

殿泊り→23日 戸塚・藤沢・大磯小田原で新友衛門殿に逢う，山中三

右衛門殿泊り→24日男沢様・入口様・清水様へ廻る，御役所へ参る

夜に金井嶋村弥左衛門様着く，渡部氏西大井より着く，その他四人来

る→25日 渡部氏同道にて莱爽沢へ行く

10・26 惣役人衆立ち合い 夕方川嶋田へ行く

10・28 中清水村関右衛門へ行く

11・1 渡辺清寿様帰り （以上⑮）

天保14 I 1s43 I 65 I 12月 莱英沢村吉左衛門より買った田地を売り これによって得た55両を基

金として「知足備金Jを創設（①）（平兵衛へ「知足鑑Jを授く，平
兵衛，先生の仕法を守ること察＜. 3代に伝ふ④）

天保15 I 1844 I 66 I 9 ] 3～12 5 江戸芝田町の梅津伝兵衛宅で尊徳の随身者として活躍（①）

（弘化元） I I I 
弘化2 I 1845 I 67 I 9・20 中山樹徳、時習舎新講前中庄尚（？）

岩淵宿木次木斎吉逗留（⑪）

弘化3 I 1846 I 68 I 7・16 報徳仕法中止となる（①）
嘉永2 I 1849 I 71 I 7・16 平兵衛死去，法名釈信順居士（①）

〔出典〕

（「此6年以前風と病の体につかれ～」

辞世 生も死もはなれてなととうそのかわ息あるうちハほ（？）ん

まなわけり 七十路の夢も覚けり秋の空 『小林氏木二古人一代の

記』）

遺書を7代宗右衛門・清五郎・久左衛門・平左衛門・萩蕪八右衛門・

大坂長右衛門・駒門新田勝三郎・須山村五郎次・宗次郎に託す（①）

①「小林平兵衛年譜J御殿場市総務課市史編さん係。
②『二宮尊徳全集J佐々井信太郎編，龍渓書舎， 1977年復刻版。
③『心学教化の本質並発達』石川謙著 1930年。

④ f二宮尊徳伝』佐々井信太郎著，日本評論社， 1935年。
以下，小林家所蔵文書

⑤『文化九年略日記j正12

⑥ f文化十年略日記』正13
⑦『文政六年後の用事j正18

③『報徳間書j正33

③『報徳見聞日記控二番』正32

⑪『ク三番』正35



⑪『（報徳教諭問書）』正124

⑫『見聞録二』正37

⑬『日記帳j正41

⑬『二番見聞日記帳J正42

報徳思想、の受容について

⑮「従九月廿三ロ 万日記手薄』正123

⑬『無名集』正131

⑬ H社中人命録）』正175

⑬『報徳、教示略聞記』補190

⑬『書簡（自家仕法指図出願).I追13

⑫『小林氏木二宙人一代の記j追20

注） 1.年譜中のO数字は，〔出典〕のO数字と対応する。

2.小林家所蔵文書の後の数字は所蔵目録番号であり，本文の注10を参照。

3.口，仁コは虫くい，判読不明の笛所であるが，必ずしも字数と一致していない。
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